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卒業論文題目 指導教員

The Last Message of King Arthur 島根國士

桑名の民俗行事について 服部幸造

「生きる」ということ

－F.スコット・フィッツジェラルド『ザ・グレート・ギャッツビー』における人間の存在意義についての考察－
田中敬子

欧州単一通貨EUROの形成過程と今後の展望 須藤功

プライム・タイムにおける攻撃的映像の日英米比較（共同研究） 高井次郎

「ロビンソン・クルーソーの冒険」における植民地主義（Colonialism in "The Life and Strange Surprizing

Adventures of Robinson Crusoe.")
島根國士

シャウプ勧告が戦後税制に与えた影響 須藤功

言語から見る多民族国家 アメリカ－English OnlyとEnglish Plusの争い－ 成田興史

学校英語と実際英語の見えないギャップに関する一考察－できる,can,be able to－ 日木満

中国神話における蚩尤と黄帝 武田幸男

大学生にみる結婚の動機づけ要因について（共同研究） 高井次郎

アジアの経済成長と日本の直接投資 須藤功

"Ode on a Grecian Urn"のBeautyとTruthについて 島根國士

熊野信仰と「熊野の本地」の研究 服部幸造

人間（ひと）の心を考える　～精神科外来におけるエスノグラフィー～ 野村直樹

ココ・シャネルと新しいファッションの誕生 寺田元一

接続詞asの多義性と辞書の記述に関する一考察 日木満

スピーチ方略の違いと性別が認知に及ぼす効果（共同研究） 高井次郎

世界遺産と地域づくり―現代との共生の模索― 斎藤晨二

都市部における仏教と日常生活　～タイ・チェンマイでのフィールドワーク～ 野村直樹

浦島説話の変遷に関する研究 服部幸造

私が見たイスラムと日常生活　―シリアでのフィールドワーク― 野村直樹

毛沢東思想と中国文化大革命 別所良美

屋久島における“共生”の姿についての調査　―歴史、現在、未来を通して― 野村直樹

国家とはどうあるべきか―国家権力の弱体化および肥大化から起こる危険性の考察 別所良美

ムシャーマ　―沖縄県波照間島における旧盆行事のフィールドワーク― 野村直樹

コリアン・マイノリティーの姓名－日本社会におけるアイデンティティー－ 武田幸男

大学生における結婚の動機づけ要因について（共同研究） 高井次郎

トニ・モリスンのThe Bluest Eyeにみる黒人の苦悩 田中敬子

アメリカ日系社会におけるエスニック・アイデンティティの在りか　～ロサンゼルス　リトル東京の場合～ 野村直樹

中国少数民族　納西族について　―納西族の山岳信仰について― 斎藤晨二

獅子舞について 斎藤晨二

韓国『在来市場』をフィールドワークする 野村直樹

豊かさの倫理 別所良美

中世の居酒屋について 城戸毅

中世ヨーロッパにおける魔女狩り 城戸毅

プライム・タイムにおける攻撃的映像の日英米比較（共同研究） 高井次郎

ブルボン王朝の衰亡 城戸毅

begin/startと不定詞・動名詞の相性 日木満

「リチャード三世」にみえる悪と欲望 島根國士

スピーチ方略の違いと性別が認知に及ぼす効果（共同研究） 高井次郎

R.M.リルケ『マルテの手記』について 土屋勝彦

フォーディズム　～時代が求める自動車生産の型～ 須藤功

ヨーゼフ２世の啓蒙主義的改革について 城戸毅

稲の豊作を祈願する伊雑宮御田植祭―三重県の半農半漁の祭りとその呪術的意味― 斎藤晨二

Speakers Cornerの民族誌（ロンドン　Hyde Parkにおけるフィールドワーク） 野村直樹

If節を見れば状況がわかる－will,be going toの意味考察－ 日木満

里山と自然・生活の変遷 斎藤晨二

個人主義の普及は人間の成長に貢献してきたのか？

　Erik.H.Eriksonのidentity論からみた現代の日本的「個人主義」の展望
成田興史

鉄道の歴史から見た北海道開拓～ローカル線建設の功罪 斎藤晨二

作家サリンジャーについて 田中敬子

台湾語：その位置づけ 成田興史
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日本の社会と家庭における男女の役割分担について―家族と企業でのフィールドワーク― 野村直樹

「中国帰国者」の定着・自立に関する考察 武田幸男

Psychological Analysis of characters in Henry Jame's Washington Square（ヘンリ・ジェイムズの『ワシントン広

場』の心理描写）
田中敬子


